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・ 住民の世帯位置情報の整備と部署横断的な利活用
・ Microsoft Officeとの連動による統合型GISの課題解決プラット

フォー
ム

■概要

福岡県北東部に位置する香春町（かわらま
ち）は古くは風土記や万葉集、大宰府管内
誌、さらには小倉日記や炭坑節、そして青春
の門など、歴史や文学、紀行等に多く登場し
ている。また、香春の地は大宰府と奈良を結
ぶ“大宰府官道”「田河道」の時代より変わら
ず、現在も国道201号線と322号線のクロス
する交通の要となる土地である。

香春町では2013年（平成25年）度から
ArcGISの導入を始め、これまではアナログで
管理してきた台帳情報の電子化（GIS管理）
を進めてきた。さらなるGISの利活用を進める
中で、住民の世帯位置情報を正確に把握す

ることで効果的な政策支援ツールとして利用
できるだろうと考えた。
まずは直近の課題である災害時要配慮者の
適正な支援政策作成の為に利用することと
なった。

■ArcGIS導入の経緯

香春町はKRIPP(北九州地域電子自治体推
進協議会)に参画しており、その中でも共同利
用GISの立ち上げを計画していた北九州市を
はじめとする自治体グループに参画すること
になった。
その際、KRIPPは共同利用GISツールとして
ArcGISの採用を決定し、ライセンス数を気に
せず定額で自由に使用できる「ArcGIS自治
体サイトライセンス」を採用した。

■課題

香春町では、昨今の西日本で頻繁に発生し
ている集中豪雨などによる災害時に要配慮
者を支援するため、要配慮者の正確な世帯
位置情報の把握が急務となっていた。
併せて、要配慮者として登録するためのアン
ケートの回答内容をGISの属性情報として入
力する必要があった。しかし、従来の台帳シス
テムのような入力フォームを用意するには別
途開発をする必要があった。また業務特化型
のGISを導入することも検討したが、担当職
員の作業負担が軽減される代わりに大きなコ
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ストがかかると予想され、昨今の予算削減の
流れの中では導入することは出来なかった。

■課題解決手法

データ収集と整備
住民の世帯位置情報の整備について、
KRIPPに加入している直方市がすでに住民
基本台帳情報から世帯ポイント化し、最新の
世帯位置情報を更新する仕組み（異動受付
窓口用GISアプリ）を構築していた。そこで香
春町でも直方市のノウハウを活かして世帯ポ
イント管理アプリを構築した。

要配慮者支援政策での利用
香春町ではArcGISで統合型GISを構築して
おり、部署横断的にGISデータを利活用でき
る環境が整っている。そこで、前述の世帯ポ
イント管理アプリで整備されたデータを利用
し、要配慮者の世帯位置情報とアンケート情
報を結びつけることを考えた。
大量のアンケート情報を入力する手間を
解消するために着目したのがArcGISと
Microsoft製品の双方向の連携である。無
償で使用できるMicrosoft社のデータベー

ス（SQL Server Express）を利用すること
で、ArcGISとMicrosoft Officeを連動で
きることに着目した。担当職員がMicrosoft 
Accessで構築した台帳アプリで入力した
データと、世帯ポイント管理アプリを使い、世
帯ポイントデータとアンケート情報を1対1の
IDで紐付けることで、要配慮者を地図上にプ
ロットし可視化した。

■効果

世帯ポイント管理アプリの構築は直方市のノ
ウハウを共有してもらうことで安価かつ短期
間で行うことができた。また、住民の世帯位
置情報が整備できたとともに、常時更新も可
能になった。
さらに、要配慮者の「居住地」と「アンケート
情報」を連携させる仕組みを構築したことで、
原課の作業負担を大幅に減らすことができ、
加えて災害時により的確な要配慮者への対
応計画に活用できるようになった。

■今後の展望

香春町では、他業務へのGIS活用を推進して
いる。特に、2021年（令和3年）4月に中学校
2校、小学校4校を統廃合した1校の義務教
育学校が開校するが、それに伴うスクールバ
ス（最大12台）のルート作成に活用している。
まず、2021年度に義務教育学校に通う小中

学生がいる世帯や将来通うことになるであろ
う0歳児以上の子供がいる世帯のポイント、
そして旧小中学校区などのデータを重ねた。
GISを使って空間的に分析することで、住民
やスクールバスを運行する事業者との協議を
スムーズに進めることが出来ているという。

また、スクールバスの運行計画を受けて、
2019年にバスのリアルタイム動態把握の実
証実験を行った。既に香春町で運行している
福祉バスにSORACOM社製のGPSデバイス
を搭載し、ダッシュボード形式のWebアプリ
でリアルタイム監視を行った。将来的に町内
を走る12台のスクールバスに搭載し、バスの
位置をリアルタイムに取得し住民が閲覧でき
るアプリとして公開するサービスの展開を考
えている。

さらに世帯位置情報は災害時の罹災証明書
の発行などにも大いに役立つことが期待され
ているため、その実現方法を検討していく予
定だ。
最後に、現在香春町はKRIPPの取り組みで4
市3町（北九州市・行橋市・直方市・苅田町・
香春町・鞍手町・北海道室蘭市）で連携を
図っているが、香春町が所属する田川地区で
のGIS共同利用もできればより活用の幅が広
がることが期待される。
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